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巻頭のことば                                                  理事 坂下幸司

国内の記録的な大雨、西欧の異常高温、米国の大規模山火事、パキスタンの大洪水などの異常気象が頻発している。これ
らは全て気温上昇によって水の蒸気圧が大きくなり、大気と地表の間の水の循環が激しくなっているためである。2021 年の

パリ協定では、産業革命後の世界の平均気温上昇を 1.5℃に抑えるという目標が示された。この目標達成には、2030 年まで
に 2010 年比で CO2排出量を 45%に削減しなければならない。社会の様々な業界がカーボンニュートラル(CN)に向かって
走り始めた。石油化学産業、化学産業、エンジ産業も化石燃料から再生エネルギーへの転換の道を必死で探り始めている。
CO2 を初期原料とした、合成油、基礎化学原料へ転換する化学ルートというレールはあちこちで切れており、どの方向に進め
ば、より経済的にレールを敷設できるか探っているのである。しかし、こうも考える：カーボンニュートラル(CN)という意味は
CO2 から O2 を取り外す、化学的には還元するとも言うが、炭素 C のみを有効利用しようとするものである。CO2 の分子量は

44、炭素 C が 12 である。12/44≑1/3、1/3 しか利用できないのである。残りの 2/3 は何かというと、O2 から水 H2O を作る、水
を作るために水 H2が必要になるということである。 水は無尽蔵に存在する為、金銭的価値はない。従って、有効利用した炭
素C は 3 倍の価格になる。合成油も合成プラスチックも 3 倍の値段になるということである。産業革命後の、楽をしてきた生活
が破綻したのではないかと思う次第である。

4 月度理事会より (第235 回 4 月19 日)                                             事務局

1. 第22 期GS 部の方針・体制・運営方針  →可決承認
2. 第22 期予算案         →5 月理事会にて最終審議
3. 第2１期事業報告書及び第22 期事業計画書案 →同上
4. 第21 回通常総会資料                     →同上
5. 第21 回通常総会案内状               →可決承認
6. GBP からの経理サポートの値上げ申請  →可決承認

7. GS 部第21 期4Q 活動報告            →報告了承

8. 第21 期事業実績表の更新           →報告了承
9. 2023 年3 月度月次会計報告         →報告了承
10. 会員の入退会                      →報告了承
11. インボイス制度への対応             →報告了承
12. TKS 社の担当者変更               →報告了承
13. 専門学校TBL の PM 講師変更      →報告了承

14. 会員増PJ 報告                    →報告了承

事業報告 (業務支援事業部・企画G)                                担当理事 佐立弘臣

昨年より業務支援事業部は企画 G,技術1G(主としてディスクリート分野)、技術 2G(主としてプロセス・検査分野)の 3 グルー
プで活動してきました。企画 G は営業を経験された会員と主に講演、講義など社内教育を担当する会員で構成し活動してき

ました。教育案件として昨年 11 月には「プラントの DX」の講演を開催し、技術 2G と協力して「IoT の基礎」、「プロジェクトマ
ネージメント(PM)」の講座をビジネススクールにおいて今年4 月よりスタートとしました。業務支援案件は計装営業支援1 件・
2 名契約しました。これも技術 2 と協力して契約しました。また企画 G 会議、会員とのフリートークの会を開催し会員との交流
を図ってまいりました。今期も会員とのコミュニケーションを続けてまいります。

現在、コロナの感染が落ち着き、外への活動ができる環境になってきました。今期は理事にメンバーを固定することなく、テ
ーマ、引き合い案件などによりチームを編成し、活動をさらに活発していきます。

会員の活躍の場を一つでも多くなるよう活動をしてまいります。ご協力よろしくお願いします。

SEF サロン (第128 回案内)                                          担当理事 白崎善宏

《 第128 回案内 》
日時 ： 2023 年5 月17 日(木)､15 時~16 時30 分Zoom 方式
講師 ： 小松知子 （神奈川歯科大学・教授）

題目 ： 「お口からはじめる健康長寿 ―超高齢化社会を生きための正しい口腔管理法―」
概要 ： 「人生 100 年時代」といわれている今、高齢になっても様々な社会活動に参加できることは、まさに健康長寿を実感
し、生きがいを感じる大切な要素です。しかしながら、全身の様々な機能が低下し、低栄養が重なると、全身の筋力の低下が
みられるサルコペニアから寝たきりへと負の連鎖が起こる高齢者や障害者も少なくありません。その最初の要因の 1 つが歯
科疾患や口の機能低下で、オーラルフレイルと言われ、注目されています。歯科疾患への罹患やオーラルフレイル、口腔機
能低下症への悪循環を断ち切るためには、口腔の健康管理を行うことは非常に重要であることについて最新の研究によるエ

ビデンスと、要介護状態、寝たきりにならないために、何をどのようにして食べるかといった、「食べる科学」としての栄養学的
な視点を取り入れたオーラルフレイル・フレイル予防法をご紹介します。

4 月度会員動向                                                            事務局

会員の入退会

準会員入会 ： 2 名 (上原治彦氏、根本勇氏)
4 月末日現在の会員数

正会員 ： 23 名、  準会員 ： 46 名、 賛助会員 ： 5 社
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